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表2　t人当たり家計消費支出の伸び率の推移
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36年度　　1Q，344

勃li

49”1

34，137

44，364

60，690

円 100．01

10，295

330．0　　　　　 24，639

428．9　　　　　30ア524

586．7

円

来方精昭　に和準び較四上は
行と神和次な四はとぺ七回’な
わも病四に蒐九約なて年る衰お
れ七六八、
　　　年入
さ九二度院

100、σた二七で患

239．3 論需鰭
　 病以と般用
296，5と肉な塵品
　　精につハ費
　　神引て、に
　　病さい六つ

資料：家計調査報告（総理府） と上たOい
のげがQて
格”円は差従両’

年四つ一度引5’
度・て般にきの生
で三㎏、1量つ．ヒと洒
は倍る帯㌔、げお1央
約のののてをり助
五伸に消み行一碁
　び対費るつ般雌
九とし支とてはの
倍な天頃昭さ弗改
につ　か和ての定
達て生約三お消率
すお活三六り、費に
る緊扶倍年　 支つ
こ　助の度昭出い
と昭基伸に和をて
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化の照取を
し治さ扱撒
つ療れい廃
つ方たにす
あ法いつる
りの）いこ
　進こてと
症歩れはと
状には、し
のよ最実た
寛つ近施
解てに要（
も、才う令頁～主

比病けの
較棟る解具
的も精説体
容開神を的
易放病参な

表7　生活保護碁婆改定の概要（1級地）

算　　て般に
がまい病な
昭たるのつ
和’こ入たr
贈塾鶴…
年に考者
度つ慮ことゴ三
のいし大活
三てた差需
　みもの要
九るのなの
四とでい面
○　’あ者に
円妊るがお
（産　o増い
妖婦　　加て
娠加　　し一

つほ地に六
いか）　’ヵ
て　’か在月
他障ら宅以
人害四、患上
介者　’者
護加五加一1
を算六算級
行の○が地
う　う円三）
場ちに’か
合璽引八ら
の度き〇四
介の上○
護障げ門七i
料害ら（三
が者れ一〇
一にた級円

　 ヒ七内○
こげ○に
のら円　’○
ほれか家O
かたら族〇
　　五介円
人
工
栄
養
費
に

つ
ヤ、

て

は

　護以
一の内
三場か
○合ら
円の一
に介八
そ護
れ料○
ぞがOれ四〇
引　’円

き二以

1　生活扶助基準
　（基準生活費）
ほ1　居宅（1類→一2類）

　　標準四入世帯
㈲　期末一時扶助費

　　居　 宅

　　収　容

　（収容保護基準）

111救　護　施　設
（2）更生施設
　（加第等）
〔1）　妊　　産　　女吊　　力口　　算

　　妊娠6ヵ月宋満
　　妊娠6ヵ月以上
　　産　　　 姉

㈲母子加算（31障害者加算1幻　精神薄弱児養護加算

㈲老齢加算⑥在宅患者加算
171放射線障害者加算
〔3）多子養育加算
㈲人工栄養費⑯　入院患者日刑品費
　　一　般　病
　　精　神　病
〔111一時扶助費
　　布　団　類
　　家具什器
　　お　　む　　つ

働入学準備金
　　小学校入学時
　　巾学校入学時

2　教育扶助基準

　　小学　3年
　　中学　1年

3　住宅扶助基準
　　家賃，間代等
　　住宅維持費
　　　一般基準
　　　特別基準
4　医療扶助基準

5　出産扶助萎準

6　生業扶助基準

（n生　　業　　費
㈲技能習得費
⑥就職支度費

r　葬祭挾助碁準描
　　（鞍労に伴う必要経費）

〔D未種別基礎控除
　　19の職種（内職）
　　㈲の職種（日雇）
　　圖の職種（土工）
㈲基礎控除合r算額
　（擁縫欝讐鵬馨）

13）特別控除団新規就労控除
⑥末成年者控除
⑥不安定就労控除
ω実　費　控　除

第29次改定
（48年4月1日）

第30次改定
（49年4月1日）

摘 要

円

50，575

3，900

1・400

16，300

工7，270

　　　　2，620
　　　　粥

制liil
　　　　ll器8

　　　　1；ll8

6，600

6，270

7，000Fヨ以内
4，000　〃
5，000　〃

工1，000円以内
12，000　　〃

　　660
（男）1，680

円r

6Q，6gol（級地別）（生活扶助基準額）

　　　1級地　　　60，690円
4，07Q　　2　　　〃　　　　　　　55，230

1，46Q3　〃　　 49，766

　　　4　　〃　　　　　　　44，296

19，560

20，720

　　　　3，140
　　　　繍

盤騰灘驚魏

4，500円以内、

年額30，0GO凹以内
〃　　5Q，000　　〃

国保の診療方針診
療報酬に準ずる
工件20，QOO円以内

　30，000円以内
　工5，000　　〃
　15，000　　〃
大人16，000　〃
／J、入／2，800　　〃

　　　　6，080・
　　　　8，110
　　　　10，200
（最高額⑥の職種）

　　　　11，22Q

41，500円以内
　　2，000
　　2，000
　　2，0DO
　実費

4，560 　　　　18，000円以内
5，500

3，000

4，09Q入工栄養依存率20％以上に

7，920円以内

12，000円以内
7，000　〃
8，000　〃

15，000円以内
18，000　〃

　　　　81
（男女共）1，86

0
0

5，500円以内

40，000円以内
70，000　　〃

同　　左

20，000円以内

30，000円以内
157000　　〃

15，000　　〃

22，000　　〃

17，600　　〃

7，300
9，730唱

12，240

玉2，850

49，800円以内

　　2，000
　　4，000
　　2，000
　実　　費

適用

◎このほか学校給食費，通
学のための交通費等の実
費支給，また，特別活動

　のうち，クラブ活動に要
　する用具類について実費
　支給

◎住宅事情により第2種公
　営住宅家賃の最高額を標
　準とした額に1．3倍した
　額の特別基準を設定

◎施設分ぺんの場合は，入
　院（8t三1以内の実入院日

数）及び分娩に要する費
　用を加算
　（但し基準額の3倍を限
　度）

◎社会保険料，細合費，通
勤費等

昭
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の　にで○学　定にとすこに差　校費との　　てた一中一金　定O養○和
某なそは円校教率対のるとつをま平のと活教・もは八学一がさ額％依円四
準哉れ月か三育に応教こにい設共均状も発育教所交’校’小らで以存に八
額　ぞ額ら年扶重し育とかてけ　で況咲輿扶育要　○入O完咲支上率引些
と教れ一八生助点て費とんのて中一を　　助扶の蒲○学○校　給人をき度
’育引’一で基が’がさが男い学八も一学基助引岡○時○入一す工乗上の
実扶き六〇は準お今次れ桑女た確％考般用警基き　円の円学時る栄じげ讐
費助上八円昭のか回第た　差とにの慮世品に準上おに場か時扶こ養てる
支基げ○に和改れのにほ今がこつ引し帯のつ
給準ら円’四定た改接か回少ろいきての値い
とにれかま八状と定近’こくでて上碁児上て
のおたらた年況こでし小のなあはげ準童りは
関け
迎る
どノゼ

明支

o
一
中
度 をろはつ学男つる’が額’等’
　学のみで小つ校女てカ1従行を生に教
八校月るあ学あと差き　来わ小徒対科
六一額とる校る中をて教はれ’の応外
0年六’。の実学撤い育男た中教す活
円生六小　改態校廃る費女。学育る動

けむそ合らの助とにいと＿
がつれ一一場関に依たと九
行’ぞ二五合係改存算もO
わ家れ”昭でめす定に円
れ具弓［○○和はらる式’か
た什きOO四’れ者を従ら
。器上○○八入たに改来四
　にげ円円年学Dつめ人’
　つらかに度準　いて工O
　いれら’の備　て二栄九

迄しの経出準公公にき一し扶の
支た特費産を営営よ上’て助他
給場別の扶設住住りげ二昭のの
で合基実助定宅宅がら級和一基
きに準態基すののたれ地四般準
るつをに準る家家いた）八基
こい改かにこ賃賃場力1か年準
とて定んつとのを合　ら度を
と樽桜がいと一標にさ異の’
さ取　みてさ・準あら　四住
れ高一’はれ三とつに五’宅
た六定施’て倍して’〇五費
。○の設出いまてはこ○○の
　　条分産るでこ別の円○実
　○件娩にOののに一以円態

○にの要　特第第般内以に　　ら準人　げ級四る　　で別にもうラと教る
○合場す盗別二二基に内顔住・れ額とまら地八費葬・あに即実咲ブさ育ζ
円致合るに基種種準引（応宅そ魔を小たれ）年用祭葬菟実応際　活れに

支人’
給の地o
す区域
る分の
こを実
とし態
がなに
でいよ
き場つ
る合て
こは’
と大葬
に人祭
改のが
め基大

たか度の扶祭
らの実助扶
二一態基助
二六に準基
　’対に準
○○応つ
○○しい
○○てて
円円’は
以以基’
内内準葬
に（額祭
引一をに
き’昭要
上二和す

費しに嘗動て必碁
をて必校費い要準
支支要ごあるな額
給給ととる一費に
すでさにい方用つ
るきれ著は’はい
こるるし通ワすて
とよ場い学1ぺは
にう合差交クて原
し、にが通ブ盛則
て基1ま歩）費ツりと
い準そつなクこし
る額のてど代むて
もと実しの’こ学
のは態かよクと校

．．

羅6 最低生活保障水準の目体的墓1烈

生　活　扶　助
力口　　　算　（男u　　ヨ局）

．業塵別。基礎控除

小　i量帯当り
詐　1人当り
教　育　扶　助
住

合　世
計　1

篭　扶　助
帯当
人当

り

コ

4　人　 世　 帯
吾廠男二（日雇》，き6亟女ζ霊墜），9墓男，4歳女

48年度1罎地　 4墾地　

　円　　 円

5Q，575　　　　36，916

49　年度
母f3人は帯30歳女（無職），9歳男（小3），4歳女

48年度 49年度工級地　 4級地　 丁級地「T

8，110　　　 7，3QO

　Fヨ
60，690

9，730

1雛豊澗螺　l雛
　660　66QL棚　810．一　8101

4，500 　1，90α　、．5，旦00 2，言0石

63，845　　　　　76，730　56，156
15，961　　　19，183 14，039

42，234

14，Ωヱ婁

　660「

鑑雛＿1躍ハ．．1鵬

　660　810　810
4，50D 　　　工，900　　　5，500 　　　2p300

46，776

U，694
47，394i
15，798

1禰1 翻
42，874

／4，291

G主）ゴ．このほ か；『『学夜給食費，通学の天めの交通費等の更費が支給され7征会保険料，労臨証脊饗，通勤費等の実費

　　が控除される　2，また，家賃，鞄代等が，上記の住宅扶助基準を上回る場合には，梼別基準が設定される。

　 3，母二F加算は，墾年1月よ．．p6，5吸円止なる。（ただし，児童2人以上1人増毎の加鐘盆40q田⊇、

生　活　扶　助

加　算（別掲）
業種別基礎控除

含　世帯当り一計 ユ 人当り
教　育　扶　助
住　宅、扶 助

i網雫勲1

老人
2 人 世 老人

1 人 世 恒

72歳男（無職）　7嘘皇態職）

48年度 丁一一互9年度
70職女（無識）

ユ級地 4級緬
　　円　　 円

　29，533　　　　21，556
（老齢加算） （老齢加算）

　6，600　6，600　　＿ 　＿

48　年度 49年憂1級地　 4級地　 　1級地　 4級地　1　1級地　「4級還閲耐

　　円　　 円 　　 腎　　Ilj　　i』ヨ　　円
　35，444　25，8511　17・253　12・586　20，710　15，079
（老齢加算）（老齢加算）（老齢加算）（老齢加算）（老齢加算）（老齢加算）

1哩 1Q・Q堕 3，3堕3，讐1・Q讐15・0堕
36，133，
18，0671 ll：認躯；搦搬118縄』醤：騨鵜81鵬
　 1　　－
4，言δO 　1，goo 　巨，500 2，300 一旧耳1『弱0る「’…

　　 二
　．一一5，5001　2，300

還僻 ll：8器1羅ll：激 25，053！

25，0531

17，786　　　3／，210　　　22，379

17，786　　　317210　　　22，379

（ミ主）老齢力口鑑1：は，49年1月より1人5，000円。
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学些な学らす高慮し活黄当塗回る嫉保稼学の
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讐転蕪舗篭量
　水’の控め扶でな　　よ
　準実実除の助あ基　九び



取豪収学　をさだ咲学分助そ帯の学務世轡る世にりに当し茎い義族判の一
扱等入を今継れ』　校離最の内是す藝帯にと帯お得準該た　う務学断修般
い専認す回続て　婁にのに各修非る肖内よい分いなず各場生要教校さ学塾
と盟定るのしい現軍準道効種学が場修鯵るう離ている種合業件育でれの育
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需駿般簸籍鑛藤舘譲あ艶悪響輩
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gに費に満充道外馨め修学考分来階帯学離聾しゑつの学れ回もる法学従（
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貸のて英てつ学優学つ層　麹般のなお榎般を広従要活働ないも大
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野簸饗翻紹雑鐸1鍔奨饗愛鵠今謬雛鶏凝
え当離るあとさ点めあ実帯し生つ箏学与たと分回て外用る実へう
ら該を貸駿なせにる菟をのいのい箋生とと嫉離の来的をカ1施行と
れ修認与　らる着の　図大と閲て認の一い　婁改て取蒙　機こ真

麓雛齢就鷲鍵霧認雛轟舗融騨騨嚴
のの貸準こ）働て本分め字ら異別基に与旨分てよのとる分間戦問
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あ質金るかと力婁の髭回拡るも与義れ資はの学てあると糞とそ学
菟にの貸曳をの帯資行のげゲフ奨　ほ格な取修　菟たは認すの黛
　着厚与　目活分莫つ聖て｝け学世ど蜘購学従　めでめるこ行　目生金』ヨ的用離力て⊥E　とる生帯差件　いへ来　厳きれ必と｝
　し大と本とはし特　を若か積と分異等視をのよ　格すば要にう
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効効災で的クる額活新点
果果しあにル家でのすに
のがたる実と屋示保るお
滅滅場漢施しのさ障こい
失失合　すて小れととて
ししに一る基破てしと　’
たて嫉且こ準修いてし住
もい　家と額理るのた宅
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き災び嫉にたる修期か’額
るのそ　よが特等問らはは
こ時のす咳’別を肉一じ’
と、点後で　こ蕃必に年め年
とかのに家の準要お間て額
しら経認屋期力§とヤ、と住で
た新過定補間適すてさ宅示
もた期し修計用る’れ維さ
のに間たが算さ場碁て持れ
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　｛列場シ｛列はつ額1こよ
　を合をないは開び

適に適いても始金
用は用。もちさ額
で’し　被ろれの
きそた　災んる計
るの後　日認も算
こ時一　以定のは
と点年　後額で’
はに以　 1ことあ被
いお内　通慕つ災
ういに　算準ての
まて再　 さ額’時
で再び　れと従点

いてにがもの補

は等なつ一あにも然撚く’認をかか致れつの災困に台
躍差えど複舘蕃鐸
れと家なく従家るよ’に主
なし屋いて前屋。び洪限と

　　　　　　　火水定な　を応けすに切費て
こつ’こ補修こ災諭する災図するる’での最
窺捲雛鋼邸鷺藩奪歪霧繕（紋雛
定まに定所要のい地のとのととをがにと額度
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と来けしがで害る自虞とは資者素’修らとし

の化爽はではて
処し施’あ必の
遇迅機緊りず住
の速関急’し宅
充ににを第も維
実対お要二適持
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　特かぺなこつ答りは雪る大円つのつにろ事qれなのよと持用

段つき経といに課’下。
のた専費とて規長従ろ
変も項をいの定悶来し
更0）で言召う知さ答と等
がであ足要已れ第1司の
行あるす件縁て4様費
わりこるは者いので用
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占扶護て％医七なのか生制も最
め助費お）療一わ重ら活度重終周
胤は予桜と扶○賀要い爆の要的知
　モ籔　公助億　性つ護中な保の
ま　総生費費円昭はてのに位障よ
農七額活釦夷に和ま依過お置手う
　六哩保担　達四す然半いを段に
医一　護医一す六まとをて占と医
療億三全療’る年すし占もめし療
扶円六体中九国度藏てめ医てて扶
助（三で最Q民にく大る療いの助
人六億楼大九総おなき受扶る役嫉
貝三円　の億際いっく診助が割
楼・0）四も円療てて’人の、を国
　三う九の（費二いそ員比生抵民
七％ち年と六の兆るの’重活い医

霞縣㌶碁子灘嘱誘

適医
誉癒
　　銚

方助

陶⑳

で握長（とのり握二体遇’
あお期処い効咲等年的の医
乾よ外遇う率　のに方充療
　び来充こ的個具医策実挟
今適患実とな別体療がの助
年正者）と進事的扶実必人
度処にを医め項指助施要員
も遇か目療方の導受さ佳の
福がか指扶を実方給れが増
祉行るす助現施法世て痛加

わ継た患業をを帯き感と　　一徹た眼帯　　　点の運　面監祉し要に実三
れ続酸者貝通示にてさ相数遇’底峻との医医かよ営しも査事’でな人万

謹購綴講籍轍鵡雛1纏難難餐ll
こ態鞍実せ扶皮態和のの持　受ものせし運運　 に針　れら務を識　・IFモ
ろは　施る助切は四具処に　給の点てた営営実行の昭るみに主もこ七一

患とに適適にの施か策和
者す留正切当基すな定四
に為意ななつ本るい等九
対』実処て方こ点に年
薯譜鄭針鍵甥適　の確確被　　し正て医
切指保保保　発す賊療な　導すを護　　　る　挾
処のる主世　観そ助

oてつと高の万二
もいしまよ人月
徹ててりうに現
底喚行つに対在
を　うつ医し）
欠生第あ療五で
い活一る扶七’
て保線の助・被
い護のにが一保

　るの福対重％護

長期入院患者実態把握実施結果の推移

1年以上 Aのうち入院継続入院継続
入院患者主治医と要と判定否と判定　Dの措置状況

す咳式　取実効外実　と必事
る　のし扱施果来施過し要務
必今統たい方は、憲結去た性所

45，4～6月

実施分

数
A 誉朧誓者轡者辮灘婁置の簸諺簿麟灘
（100・0）（17・9）（14・2）（3・6）（1，3）（2，3）る方常

71・060／2・68710・112　2，575　908　L6671と法業ケるいつ握の長
開箋17遡月lll？自1醤l！隣l！（51ヶl！（31ラl！l（2161！

鄭謬躍潔躍1占l！（繍（翻（・球！

爽要禰r編1・，％　‘n（，16評孫

扶要協被体祉じて年で医　モ指あ驚本てか漢
助が力保の事て歯　も療医　導つ　隼いら
実免て患カ所る医都科助扶科十患共に
施　く者をのこ療市診運助医分者　お個政

あ施平てらにあ態次け
　　　’れつがは表る

考に務1なててのと期
えつ化スどはき実お入
らいと取問機て施り院
れてい扱題械いとで患
る再う㌧・、点的るとあ者
の検こ上もなともる実
で討との多ケはにが態
　もも実、・1、・、、は
実考勘施。スえそ長握
態慮案方　の’の期の

。かに
らお
引け
きる
続現
き業
そ活
の動
方と
針し
にて
よの
る定
こ着
との

のあし護協務い科大歯扶療歯にたま度るの今討し者入魎め’
　　　　　　　　　　　　　　　　　。行鋒票ての院にて医の神’
手厚れの得各と機を療営受療留に昨い別運こ厚施遇者処要挾1害療いるに
続生る歯て段に関中のの給機意つ年て検営れ生し充実すな助ス者扶てた肖

雛鷺難耀霧業謬慕騒1畿宴欝雛鋤照雛膿そ
素お機療促　が定す機の受の必も個きよ映集提さに握めとけ扱のよ穂施は

別眼象障のはえくめ　は実は
検と患害間極て’るま擢に握
　　　　　　　そ精たし役の
　　　　　　　　　　て立実
を実処患対重療ケ障医おて施

化い関に進関桑率る会一診指累患別続るさ轡防役個’なるい大る
等てのつに係　の一につ機窟力者検き対せ　し盗立別昨つ精のき入
をも増い努部県低部つで会促あの討実象る分て　て検年て神難さ院
も最加て戦履本下地いあの進有実の施者こ析頂現る討度い障しだ患

纏鐸嫉鋼瓢蝶　駿鴇呂膀髪臨嬬窺蝿
　「装る悔際係はがお　　楼　　撰外ほ導なこいのを　精　問らでに
機療必　に団福生い近中　　　　でしはつれる個主対神こ題考な占

上’
の患
問者
題の
、点処

を遇
十の
分充
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なにのた移むて四保正　理活務
いは改事送し使力つに医等周手今
よ社正務のろ用ラよよ療の　続回
う会に手よ給すツうつの点医のの
に保よ続立付るトにて給を療簡改
な険り、のにのこのな　付考費素正
つの　簡範種と金っ社範慮改化を
て受医素囲類だ合て会・囲し定’爽
き診療化のにけ金お保に尾に医施
て手継に広よはをり険つ　伴療す
い続続ついっ除歯’のい　う給る
杢とのいもて外科た場て　整付に
　ほ場てのはさ補だ令は　理の当
　と合もも治れ綴しと’　等改つ
　ん’過あ療て材’ 司過　に善て
　ど実去蒐材い料金水去　伴’は
　差質数　料ると位準の　 う他’
　が的回ま’。し十を改　整法事

手二　こを出上つ医場　一に行
響籍騰諜纏鯉最蒜盗
簡占外（れてすな否’給療て”
素咬来第ばかるい意医外扶犠単今
化　患3差ら場取見療来助　に回
はそ者のし六合扱書開、患運説表の
医れ嫉3つ力唾いの始者営明現改
療ら　σ）か月　と提後が要をの正
扶の外111え毎第』出第医領省整事
助患来）なに七　を六療の略理項
全者、懇

体に者
に対総
及す数
ぼるの
す喜約
影務九

ヤ、医月さ省月扶改し1こに
取療目ら略ま助工Eたとつ
扱要開｝こしでを　　 ど㌔、

い否始’てに継　　まて
と意前そも限続　　 る説
し見にれ差りす　　も明
た書提以し’る　　のを

療がる可否均間　た月のと関　響
機あた能の月にしのまで被おまも
関れめにテ聞延かをであ保よた大
か嘆にな工嫉長セさ要緊護び’き
ら　峡るツ　し　ら否　患福今鬼
の被　のク医た徴に意昨者祉回
連保そでが療こ取延見年の事改
絡護の’福要と期長書度受務正
な者間医祉否に間しをま診所の
どか’療事意よをた徴でのの目
にら傷の務見咳三わ取の便事的
つの病必所書　 力けし医宜務は
い届の要にに医月でな療を処’
て出治性およ療かあく開考理指
協’ゆをいる開らるて始慮の定
力指等判て医始六Dよ後し簡医
を定転断は療後力　か翌た素療
あ医帰す不要六月　つ々も化機

l働都とのそ療に関つ　に要扶指た間会
　き道と協の機過のい次つ否助定’題を
　か府し力た関ぎうて咲い意の促未解と
　け県～方め数なちで　て見事進指決塑
　も（　依にをい指あ国周書務の定に～
　必指未頼虞増Q定る立知の合働の努
要定指を　加しをカ1大徹徴理き個め！三1

　で都定行今さた受　学底取化か別て本
　あ市国う後せがけ現附を期（けのい歯
　蒐）立ことなつて在墨図間併を歯る甜
　　の大ともけてい四病るの給行科と医
　　協学は文れ　る九院必延外っ医こ師

　　噸囎騎館鰐麟糠強
　　積所ろをらに一の定あの者は関あと
　　極在ん通な指六医促る借に’にる折
　　的地のじい定力療進9置係医対。衝
　　なのこそが医所機に　）る療しまし

健　が等1轡従に配衛そ揖餅合　ミ
康高対　ジに来つ意生のも療制特（1）
保額象特汽如のいす法加社研壌に他医
険療予発　裂スて灸に入会究　最漢療
で養定性筋　モ碇　よ促保華老近　扶
も費に血萎新と　特る進険業人制他助
雑織鰍べ疑謹霜講鰐紹
度制て減側十1費特入導加活費発活正
中度い少索月チ支定院を入用支足用実
にに乾性硬か工給疾制行がに給しの施
はつ　紫化灸ツ対患度鬼前当制娯佳の

翻蘇サ羅舗ま監鴨讐
解畠強告魏賄驚噸馨
こ国　疾皮イ六あ事に精のい疾費
の民　患症ド疾る業も神でず患支

と関療　　　反別に　　れこ付に雇制
し係1幾医推（3）映‡旨審診⑫1らと（提イ建度
～畢関療進指さ導査療診のが現出康が
行項の扶　定せ等精報療制予在さ保実
うの協助　医る0）度酬墾度定五践険施
一改力の　療ぺ実のの酬のさ割　にさ
般正確適　機き施向知響漕れ給本つれ
指事保正　関でに上事査用て付年いる
導項を実
の等図施
ほのるに
交周た関
　知めし
個”て別連医’
指絡療指
導を扶定
を主助医

す
る

指
導
o）

積
極
的

にあ際に決のにい）十てこ
対蒐し努定充十ると月もと

てめに実分
はるつ
そもい
ののーて
結とは
果し’
を’さ
も個ら

　9づ井力・1去と
習しせら律な
意た’家改つ
さが実族正て
れつ施の案お
たてさ七がり
鬼’れ割国’
　こる給会

I

蒐進つ態さカ1め大　　らもと精一
　』たのれ　る（昨㈲なに重神層
　　C原て従）ね年付い単点病積
　併要則い来兼た九添よな的院極
　せ件化なは帯き月看うるなに的
　て、憲（か給のりか護留形個つに
　給者新つ付採のらの意式別い推
　付はした要用患付的す的指て進
（要兼く0件と者添確るな導はす
以件帯給し等い等肴なべ個に’る
下をが付たのうへ護給き別特患必
22守望範が趣改のの付で指に者要
頁るま囲つ旨菩付給のあ導留委が
に毒しのてはが添付徹ゑの意託あ
つっい対　十行看範底　実すのる
づ指）象看分わ護囲　　施る適。
く導をと護徹れをの　　とと正ま
）す推な形底た認拡　　なと化た
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からせ糖あ何ほ翼り検験
ら践ひ尿屍段どが’査紙
微　必病　階詳わ試すと
取三三要、慰　 かしか験るすカで者　のくる紙場い
る月あで　量なよの合う
こ鯨るあ　のいう色にの

に姦つ　区カミにの用嘆　た事糖　の検　取来　社間院い婚協考とにに今お
給認て給分　な変い　尿め療尿こ〔3）査㈲期等な保の外よ定力えし行よ回ぐ
付め　付が糖つ化る尿中給法病れ）用治間の護60延患う医がらてわつのこ
塑た医の判のての試中糖付を馴キ試療の区　厚長者留療得れ指れて措と
宜場帥対明有い程験の半す行者　　験材状分今生のに意機ら蒐定る　置が
怠倉が象で無て度紙糖喜るつの近　紙料況に回省取係す関れ　医わ医も必

鷲鞍訪藤2簾邸幾薦笈膿套縫鐸歪講擁麗
を豊療　もで堕り種出査でるに成　え付表た正局に療要務と場関あ続要な
隆認法現のな検糖で量用あ患伴人　た範の医に保つ要ががが合とりの否つ
師めに在でく査のあを試覧者Q病　こ囲と療関謹い否あ増条’の’確意て

の　　の
便特増
宜に大
に在’
供宅巾
すでで
る食も

菟にお要連課て意ろ加件指連そ認見く
　尿り否し長L見窪すと定絡のが書蒐
（中で意く通昭書　るな医票方で以
第糖あ見　知49のqこ咳療の法き外す
鍵嫡繍磯脇講都鰐霧
6量　徴外）1期入なカのがつ合法ち

ほわ険生　で認倉られ容業能　2頂定目　けと査治　るる外ス
とれ医活こあ蒸！一こは施療訓二の　てで（3隠な成医なのカ1でテ現
んれ療保れ蒐準認の都繋清纏月111所きあ診せく績の蔓で　も1蕉
峯購離鼠麟解身雛撮舞舘疑毒．蘇獅こ
騰霧鰭慧繍魍膝＠肇猷鯵霊鷲雛罐鷲
い（る医に　規もす事点デ害改　甕つ科数あ治生け験あ糖量れ験
と局の療お　定のるが数イ者定　行い機表菟医じさ紙資以をる紙
思）で機け
わで’関る
れは保は業醜突険’霧
　際で大で
　の承部あ
　業認分る
　務ががが
　は行保’

をで点承が・作に
新あ数認新ケ業よ
しるがし設7く療裂
くの請たさ　法
加で求医れ特’整
え　さ療た殊精形
たこれ機が疾神外
ものた関’患科科
の承場かこ収作機

つて能の
たの訓改
こ水練正
と認等に
。基のよ
（準点る
第に数新
4つの設
のい算項

のたせの
と場’使
こ合使用
ろは用に
で放につ
検置よい
査すつて
をるては
受こ検主

外検もに
の査の該
検すで当
査るあす
を試りる
か験’の
ね紙こは
てはれ’
いあ以テ

い所定と
。の医が
嘱療必
託機要
医関と
でのな
代主る
替治。
す医こ
るでの
こあ場
とつ含
はての
適’医
当福師
で祉は
は事’
な務指

．医療要否意見書徴取期間の新1日比較表 昭49、4．1改正

　医
　療
　開
外始
　IrF与

　1

来l

　

入

院

医

療

継

続

医

療
開
始
時

医

療

継

続

併 給

改正葡
医療β月蚕台症麦第3

月目まで要否意

見審は不要

3ヵ月毎に要否
意見書を徴取す
る。（ただし慢
性疾、寒等の場合

6ヵ月毎でもよ
い）

医療開始前に要

否意見書を徴取

する。

3ヵ月毎に要否
意見書を徴取す
る。

（結核，精神病
慢性疾愚等の場
合は6ヵ月毎で
もよい）

改正後
医療開始後第6

月目まで要否意

見書は不要

6ヵ月毎に要否
意見書を徴取す

る。

司　左

同　左

単 給

改疋前
医療開始前は要

否意見欝を徴取

する

3ヵ月毎に要否
意見害を徴取す
る。（ただし，
慢性疾患等の場
合6ヵ月毎でも
よい）

医療開始前に要

否意見書を徴取

する。

3ヵ月擦に要否
意見書を徴取す
る。

　（結核，精神病
慢憶疾患等の場
合6ヵ月毎でも

．．署よい）

改正後

同左

同左

同左

同左

（注）　保護の始源的開始で医療扶助開始の場合は，必ず事前に要否

　　意見書が必要。

説従今営え得で　とに療
明塞回要ななあ套と金費ω
すそ領いいる務し銭を保
翻墾老露カミ裁講毒票
長取規れ．1こに1去イヒとをに逆璽
問扱定がな金律の’認支及
答いし明つ銭上一（め払決
ににた確て給は環第てつ定
よつもでいイ寸急と5もてさ
ついのはるを迫しの差いれ
ててでながし等て4しるた
国嫉あか’てで改のつ場場
公　菟つ医も緊正翰脅食食
立後　た療差迫し）え　静
病のまた扶し止た　なそで
院項ため助つむも　いの’
にで”運かをの　こ者医

必のあ　し医給どさて取限
要でくなつ療付にれ一扱つ
が　ま哉々機が児た般いて
あ金で　凡関で童このをは
iλ羅建篠諜鍵膿
まf寸｛建医取㌧・い傷な医い給
たを康療扱て事病る療た付
事イす保機ヤ、呉』瞳に。機力1し
後っ険関と　にかま関　て
に場のでし金あかたに今も
金合診のた銭るっ’ま回差
銭も療診
給そ報療
付れ酬報
をにに酬
行よよは
うるる’

。給場た修でのし
付合と学範措つ
をにき旅囲鷹か
し非で行がにえ
て　キ旨　華言　中　拡　よ　　な

差定物な大つい
16一



5行
号わ⑥
）れ施
　た術
　こ料
　と金
　。お
　（よ
　別び
　紙そ
　第の
　4取　号扱
　のい
　2の　及改
　び正
　第が

蒐関り始高o　法要度が　削長　う医療σ）は要正回つ　な療蒐わ」易
　す老さ額月他関のの発㈲除間こな療磯虫慎で確のた次い四　か合
る人れ療よ法係改対足社し答の借麩請重あに措」難熔そ鮮
簾籍縞蹉盤欝唾騰銘最あ雛編翻翫

　事対五支始をび行囲こ険　そのまい絡つりですあ保氏　療合に容
項す歳給さ周紛つがとに
等る以制れ知）た拡およ
を老上度た微
規人七お健底
定医○よ康す
し療歳び保る
た費米同険た
も支満時に峻
の給の期よ
　制ねかる昨
で度たら家年
あにさ開族一

こ大よる
菟さび高
　れ老額
（た人療
別こ医養
紙と療費
第に費支
2伴支給
号う給制
他所制度

の新ずてをた扱’るて護健
規設必1ましよわこにはが康
定に要請てうれのはま遡保
のよと求おなた掛医る及険
巾つ思を義場㌧1置懸力1さか
にてわ待　合　 を機　れら
含　れつ当はむ適関診た生
ま関乾て該亀し用の療と活
れ連　もケ事嶺す協報き保
るす　ら1前　る力酬に護
のる　うスに保場が額もに
で課　よの医護合必を今移

機’碁の
関内づわ
に容いか
確がてる
認わ給旗
しか・「す』反

ならす書
けなる又
れけ必は
ばれ要内
なばが容
ら診あク）

あ四添改　こ　倍　こ法こっ本　引菟挫療延折療上
胤月看正健と（7）にウ菟をとて年イ上
一護さ康。付引は

學饗痒糖塞楚直
る引い看
こ上’護
とげ本料
にを法の
し行に算
たいお定
も’け基
の本る準
で年付が

準こつ
額とい
のでて
改あは
正る　’
を。料
行　金
つ　が
た　 二

籍奪㌶
馨萎
げ0に点てら　1イ）　’よ　数　1ま

れ温つに’
た捲たよGり

　　　　　　　　　　　　　り　措定にるに険
　　　　　　の料日0）延げアで施置があが伴法施併。施二あげしケ1施を数固日た柔あ術が行わ’いに術
施○術月んた温術引の定数こ道免の行わ竺こ’よ料

lll茎難欝絃運難購1嚢
　　　　　　施後とつ後行折い　主のた足二一金正

し療Qた療つのて
た料（のこ料た後は
場を打菟をこ療’
合引撲　引と料の
の上お㊥上。奪初
聲げ繕ば衆鷲
額たねの後全げを
をこん後療骨後引

点
は

次

の
と

お

なで部（月日辱に
改あ分二かかがつ
正蒐を年らら改い

今龍の適正て
隅）医用さは
璽の療され’
，県際費れた健
的に改てこ康
｝こ改定㌔、と県

て老　叙キー用又　さす廉医公　　○に福見　　異あつ条否医　そ

施合つさセ療、愚公医
させいれプ機者費療
れでてるト関の負保
て行喚こをは場担険
おわ　 と作1司合1象と
りれ圏に成一の療公
　る民なす、懲請が費
医も健つれ者求細負
　の康てばに明合担療に漠い足つ細せ医
保つ険るりい書で療
険レ、と 9るては費’

素1λのこと簡
、舗農縫
在に要つに
検対求てよ
討応が’る

求心務がど璽　力あ療加のに費法
喜との増医氷　料胤費痕公つ負第
務し煩力口療事　一　 と　 費し・担三

縄椎綴豫吾憲罐鐙礁藁
円果給協虫課にに
）
， r付力請長要規
　作で料に適す建
　成きを要知るで一
　料る新すの意る
　一よしる改見通
　五）く意正書院

課請取伴扶問運
長の期い助答営
間文間’運通要
答轡’治営知領
を料結療要のに
改な核材領改関
」Eど予料の正す
しの防の改　る
た取法給正　疑
も扱第イ寸、お　 義

のい三’よ　に
でに四蜜び　つ

蕎垂購1馨錆離磯嘉鞍騰講綜駆籍握雛薔穫盛
窪難灘穫鯵翻製難蕪蓼髪薩翠羅灘篠鑛誰
難魏篇藻雛鰻舞難縫聡鯵響雛選鞘灘雛縁譲
式り場　又と管と管施ら璽名に医保公用のあ漢なつ行趣菟式に活予壱費く
の　合
改④硅
正電
の算の
実化営
施に給
　対レ
　応セ

はがし医　機れ父の伴療管費
医でて療㈲関て付番う券　負1イ）険Q
療さい券実がい番号医様㈲担共’
扶るる発施発る号化療式支隔適公
助よ共行機行」を（機の払療レ饗
台ウ通簿関す　受原関改基費セ負
帳保レとにる（司給則各正金支プ担
等険セをおが医者と　0）の払ト医

保る 　カ§㌔・う葦匡　袋享イ半1呆定　 負）
予らて予算まのう護さの担と
定現は定化た改番にれ場医公
さ在’てに’正号つて奮療費
れ検生あ対生は化いおはのて、討活る応活本にてり昭紺負
いを保。す保年対も’和合担
る進護　 る護秋処同公五せ医
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る示るにをた保の
よ唆要とチカ～言隻運猛三
っし因どエつの用活
螺薪碧碁罷罐
性祉唄も』適要法監
を事　の　正領の査
加務そで単に等規の
味所れはに行に定ね
しのにな問わ示にら
た運基く、題れさ基い
診営づ　点てれづは
断のく問のいたく
機効解題摘ると保生
能果決点頃かこ護活
をを策の　どろの保
も歪毎を生発う1こ基護
つめもず見か1準法

監
査
の
ね
ら

い

留が指れ国事
意こ定’民務昭
点こ都別生の和
等で市途主監四
に犠の社管査九
つ　長会部方年

脇撮艶罷
解概達か長’お
説要さら会本け
すとれ各議年る
る監た都に一生
も査と道お月活
ののこ府い二保
で実ろ県て三護
あ施で知指日法
る上あ事示の施
9のる’さ全行

促れ帯慮等　な正はななてのし準は　　一
進らはを社一つを握いがいでかも’適確’
すの依必会方て欠と者らなあし向逐正保適
る1比然要生にいい保にそいつな上年な
た帯とと活おるて護つの者てがし着保
めのしすをいのいのい能お　灸て実護
に処てる営てがる継て力よ傷　いにの
賎遇増いむ’現事続’をび病稼る維決
　の加わう高状例要そ十稼を働と持定
生充しゆえ齢での否れ分働理年こさお
活実てるで’あ担のぞ活能申齢ろ鶴よ
保とい要特心・る摘判れ用力に階で護向る看別身0が定のしを稼層あそぴ
法上。護な障　多に実て有働の胤の実
にをこ世配害　く適態いししも　水施

正
な

保
護
の
決
定

及
び

実
施

の

こ処に要用図に診し傷　の’
と遇行なのる嘱療て病稼確長
。をい検可等託報いを働保期
確’診能そ医酬る理年
保長命性のお請者由齢
し期令の者よ求にに階
ての’有のび明つ長層
い傷指無病主細い期に
る病導を状治書てにあ
か者お的お医の　わる
否によ確よの内医たも
か対びにび意容療りの
をす指は稼見の要保で
監る示握働の検否護あ
査適壼』能活討意をっ
す正適　力用並見継て
るな切必活をび書続’

傷
病
者
世
帯
に

対
す
る

適
正
な

処
遇

出い同’ケ
する一対1
る一疾象ス
。八病は検
こ　苅爽　に　r青寸

のかよ傷〕
場らり病
合五一者
’九年世
ケ歳以帯
1の上L
ス者継と
検の続し
討いし’
数るて当
は世通該
’帯院世
rをし帯
傷抽てに

　五
整’状
備要況関指長
活否

状見
況書
　お
　よ
　び
　診
　療
　報
　酬

　求
　明
　細

　の

酉　ミ　　宍て〔　σ）　〔2以llの　　書

　　　　処長長類
係導期主三遇期期監
機　外治者方外外査
関援来医連針来来お
（助患のけの患患よ
医’者意い決者者び
師入指見の定指指現
翁院導聴状状導導状
　措台取況況台台説
保置帳の
健等に状
所の登況
）状録
と況し
の　 て

連　い
け　る
い　者

帳帳明
にの聴
登整取
録備〕
し状
て況
い
る

者

基

本

方

針

主

眼

事

項

着

眼

点

一18一

厚
生
省

社
会
局
監
査
指
導
課

騰麟

灘1

翻、、

騒i

姫讐
嚢置

’鎌

　　　　　　似



触齢璽躯覇磐鵬解讐鳶しま艶1賑
　解点な部ケ慢行わの受こ題が明ケ問とかでなろみ近

れ　い　消　針　た

決の指に1然わたた診菟ケあ確1調’
策指導福スとれつめ状　1るなス査
が摘が祉が長てての況特スこ網の計
十の実躯み期な一検のににと羅選画
分み施贅らに文貫診は稼対0的定の
たにさ所れわ　性命撰働す　なで樹
てとれ別るた稼を命　 能る　訪な立
らどて間こり働も　稼力実　聞くに
れま　題と保年つ就働の態調’あて駿な忠　護齢た労能あは　査こた
い　く、に　をに継指力る握　がのつ

嬬力謹嚢礪噸響薯筋
いにえた　しなな指度の分　れ目重
こ対て重　てが指示の病で　る的点

しもレ、で“て畳こ

なな努あおお
がい力りおけ
らとに　’むる
　こよこね生
過ろるの円活
去でもこ滑保
のあのとに護
監るでは実の
査。あ’施実
結　る関さ態
果　 こ係れは
等　 と者て’
か　はのい全
ら　いたる国

基
本
方
針
設
定
の
背
景

一一てうをの監
は基図周翫
な本る期方
ら的と微法
なない底を
いこうと積
もと機そ極
のを能の的
と念を実に
し頭果施と
てにす水り
いおも準入
免くのの鶴
　こで格
　とあ差行
　をるの政
　忘と解方

13）ω　ωこ倉履o）複　断をあ積るるもよ
　帯　な　とに　事　つたみる極段福とる
要に稼処長とつ夷項昭いなるに的1踏雅Lよ」昌

欝継灘腰籍飾来踊諜響
嵐る力確病も　確体九　が十かがいが特適
帯適の保者のそ保に年こ現分わ要て急に切
の正活
処な用
遇措が
の置不
充の十
実徹分
　底な
　　世

世でのさ’度れ状なら請’速近に
帯あ状れ適にらで点ずさこに年適
にる況て正おのあのそれれ拡他用
対こをいないこ乾指のるら充のす
す菟監る保てと　摘実とのさ法る
う　査か護嫉に　が施こ施れ紳こ「
適　すどの　着　後状ろ策てにと
正るう決次目を況でのいよは

否要審かはに護力す’
かな査つ握つ0）を稼る稼
を　才旨　　、　、す　㌧、決　十働適f動

監養関重るて定倉年正能
査　係点た　おに齢な力
す指先的咬そよ活階措の
る示のな　のび用層置活
こを調爽訪者実しにの用
蒐辮方欄錘傭欝
　｝こ徹収査ミ舌1二なも　一ト

行底入活実間いの
つの申動態題者が
てう告のをの並’
いえ内計的あび稼
る 、容画確るにf動
か必の的に者保能

分
な

世

に

対

㌧〔21　　　　　（員’帯　 らに亀ケ
　オエウイア　ケーこ五稼対1
収　　　　　稼1のの九働象ス
入検査稼関訪働スお場歳能は検
超診察働係間能藝お負の力’討
足命指能先調力討む　者をr〕
の令導力調査の0）ねケの十そ
状　のの査　判要三1い分の
況　内内　　定、点○スる活他
　　容容　　の　％検婁用世
　　　　　　装簿製堂
　　　　　　　　る数抽いと
　　　　　　　　こは出なし
　　　　　　　　とrすい’
　　　　　　　　。そる一当
　　　　　　　　　のU八該
　　　　　　　　　他　歳世
　　　　　　　　　世　か帯

定”指㌧書
所関届導自類
等係出状立監
）機義況の査
と関務
の（の
連社履
け会行
い保の
状険指
況事導
　務状
　所況

公
共

職
業
安

可お
能よ
性び
の現
あ状
る説
者明

選取
定〕
お

よ

び
そ

の

14以31（21　　　　　　　　1D二
　　　　　　　　　　　病
処指稼キカオエウイア病ケ者
遇導働　　　　状1駐方能検査主嘱診医訪はス帯
針指力診察治託療療問握鐘の
の示の命指医医報要調の討お
状の状令導意意酬否査状のお霊兄　）i犬　2兄

　況
の見見請意
内のの求児
容聴聴明轡
　取取細の
　　　書活
　　　の用
　　　活
　　　用

況要む
　点ね

　　五
　　彩
　　と
　　す
　　る

　　と

19一



査るこi期切の希齢図で嘆筆比老行稼てる

つ賀らですよ情よ幸この活さる要’1手適事
て　いあるくにつせと早か凡者看こス段正務
み過と咳こ行即てでが期せ鰍凄護ののと礁所
る去し　といしこあ稼図る消　世こ検し行に
ζのてこが’たれり働復入す疾帯と討てわお
　監いのケ早適ら又年を々れ病にはを　れけ

毫もとあ格　分果上ための④

　とる先てにあ指はそを点’
　考理にい行げ導握の具の生
　　解述る政ら監等進体解活　えのべ現水れ督行行化決保
　ら如た状準菟が政管すの護
　れ何こにの　十効理るた法

お保確　　二
よ’保適な’
び執す正運保
1幾務るな営護
動能た保管の
力力め護理実
ののにのの施
整向は決推機
備上’定進関
等’関お
’処係よ
実遇職び
施の員実
無改の施
制善確を

に
お

け

る

適
切

こ保の行
と護宇薩1改宅ヒ「刻

がの祉の会係
要実の多饗職
請施需様1［宵員
さ機要化のの
れ関をの変充
るの適実化足
と3尾切態｝二お
こ施にに対よ
ろ体満照応び
で制すしし処
あをた、た遇
る麹め要生の
Q備　に　｛呆　活　充

しすは護保実
たる’者護

の’”番耳犬査　1蜀　関　類

況祭係係監
　手旨　If哉　i「峨　査

　導員員お
　員ののよ
　の社充び
　生会足現
　マ舌福又状
　保祉は説
　i，蔓主充明
　行那足聴
　政の計取
　経確隣〕
　験保の
　者の状
　の耳、陵況

　確況
　保

基

本

方

針

か極常によ用隣の要え
を的のおつの人需看で高要
監な安いて有の要護特齢看
査処定て　無援お世別　護
す遇し対ま等助よ帯な心鼠
るのた象たを’びに配身帯
こ充生者’総他扶つ慮障の
菟笑活のこ合の養いを害処
　がが社れ的法義て必等ナ謹
　図確会らに律務’要社の
　ら保生のは’者そと会充
　れさ活措握福にのす生実
　てれに置す祉よ世る活
　いるおとる借る帯いを
　るよけのこ罎挟のわ鴬
　かうる関との養個ゆむ
　否積日連に適’別るう

ω⑥15）（4以3112）（1）帯ケ
　　　　　　ケ」 こ対i
関他処指扶最世iのの象ス
係の遇導養低帯スお場は検
機法方’義生認検お含’討
関嘆針指務活定討む’r〕
と　の示者費ののねケ要
の福状のの認状要五1看
連祉況状扶定況、点％ス護
け施
い策
状の
況遮
　用
　状
　況

況養の
　能状
　力況
　の
　状
　況

と検世
す討帯
る数一
こはと
と’す

。
r

る

　要q
　護
　置

け、、よ活（、書
い関他びの要r類
状係のそ用看高監
況機福のを護齢査
　関祉指弁世者お
　（施導じ帯世よ
　保策状得と帯び
　健の況な　 ’現

所活
’用

医状
療況
機
関

と

の
連

いの母状
者う子説
のち世明
い’帯聴
る特’取
駄に障〕
帯自宝
のら雌
選日但
定常世
お生帯

141（31

　　イア
処指
遇導関収
方’係入
金卜　手旨　夕旨　呼1

の示調告
状の査お

況
よ

び
そ

の
内

容

主

眼

事

頂

眼

転

一2Q



専い保場をるの者度
念て護食主指実のと指
指　 の　眼定施処特導
導入実そと医機遇に検
の院施のし療関が変査
必患機爽て機と効りの
要者関施実関そ果は実
嫁のにを施との的な施
等治対合すの入にい方
を療す理る密院行が針
｛固継る11勺こヨ妾患わ’に
別続指に菟な者れ率つ
にの導推　連をるとい
掌要監進なけ委よして
握否査す陵い託気て楼
』　時る　のし　入
　療にたこ確て保院前
そ養おめの保い護、患年

一 で

指

導

検

査

の天査　とのを原い雫福こ題的りこうあこ
　　のそが仕通因ろ　祉とで扶のれけ咳の
あ問基こ必組じσ）い既碧1』であ助適らら　趣

蝶欝饗瑛全騰袈写鵠鱈募
　の針昭あ　れ　夫概そ漢と凡保題とス徹
欝魏蘇難解各楼崩鶴蘇

　に記九暫と決のらとれ都今た実解で遇十
　取表年κしし樹しらの道更永施決あに分
　組璽度ててて文てわお府述久とを菟欠で
　誓二にい取い　　れ力雪1べにい図　けな
　〕点お鷹組くさ閥るれ　るかう緊してか
　とにい　んとら題こて指まわこ　たいつ

乞懸鍔麟鋸聯鍵融鉦たぼ　く一査解文立II権い　どてがと
　もつ監　こ連等明　場　い課公う　みも

㈲⑥　12）　（11たてが閨次い　て機趨こしのの施間の
　　よ　充　も　図にのてしい関定れそ問、動は等確

縢蟻実欝麓綴隊磯鵠劉潔蛙讐
的灘の0）　職凌）状ててをこつが出1相こ推に保よる図
嵯実実員ゑ況い適主れ～現に亙と進応護晒堕
部機葬施　の」をる切体ら　状か間にすじの　査
点能・淋幾充菟監か劇モ・）昭でなおつるた決管活要
検の画関　足　査ど運　こ和ありよいこ運定内動保
の充のの

蟹魏
　　　罫

　　　お

お

よ

び
処
遇
o）

すう営保と四免のびてζ営おにの護
るか管護に九　格保　に方よお効者
こに理の着年　差護都あ針びけ果の
と　の実貝度　のの道るを実る的家
とつ推施』に　生実府力1設施保な璽
しい進機　お　じ施県　定上護実訪

　　　　　四
題等護護
，点に統金保自
のよ敵砧護主
有る　の0）的
無調医支lll内
と査療給請部
そ活券に0）点
の動のと所検
要の発も定の
因状行な期推
を～兄才うう口打進、

「男をよ釜釜内

ら点び理の
か検家’処
に』庭生埋
す　訪活
る間闇保保

王I1当導と切は1こづ一
で員担なに実おる適査
きの当つ査務いた正察
て執職て察教てめな指
い務員い指育地に保導
るがび）奪勲）区幅鱗幾
か組充　す課担　の能
否織足そる程当爆決の
か的はの一を貝護定充
をにもたととをのお実
監イ∫とめがお個要よ
査わよに不し別否び
すれ脂養司鮒モ判実
るる　　欠適　定施
こよ地査0）1壁あ0）を
菟意区禦要　る過保
　百担4旨素適髪、程イ寺

歪勝噛慰瞥‘1、鄭
菟推義隼らo）定な溝施護
　進　度な動おけ保計の
　さか間け向よれ護画実
　れ？のれのびば行の施
　て運ば分実な政設機
　、、そ’営な析施らを定関

るの方ら等上な適　の
か計針なかのい正　運
ど画をい蝦脚1か
う的定闘　題薫？　方
かな鞭題早典並　　針
を実　点急　び円　お
監施そをに管に滑　 よ

査窪れ勘改内呆にび
す適に案善の護推　そ

阻護が
害のつ
し決て
て定’
いお関
なよ係
いび職
か実員
を施の
監等充
査の足
す円等
る滑の
こな現
菟推状
　進が
　を保

『分ズ嘱
塵叛自r類滋　　　主　自　監

的効的主査
内果内的お
甜‘ミ則潤≦1～よ

点定点部び
検の検点現
の状び）検状
実況実実説
施
責
任
者
の
決
定
状
況

施施明
お要聴
よ領取
び一〕
その

内定
容状
の況

　・ミ喚唄　ミモ　て〔
置　　　す　　担　書
の監地保る保診当保類
進査区護徹護断員護監
1］に担0）底の翁・に・）査
1午よ蜜IllIo）動、義対・決お
理つ員詐j状向o）す定よ
のての処況分状るおび
状改現理　析況指よ現
況善業の
　を活進
　指動行
　示の管
　さ進理
　れ行の
　た管状
　禦理況
　項の
　の状
　措況

お

よ

び
そ

の
関
係
職
員
に

対

導び状
の実説
状施明
況過聴
　程取
　の〕
　審
　査

地
区

周『果『　㈲　〔2）　〔D・霧

知運測運題反題運類徹営定営点管映監点自常監
底方の方の内状査の主方査
状針状針反の況に反的針お
況お況に峡保　よ映内のよ
　よ　基状護　つ状部設び
　び　づ況の　て況点定現
　実　く　動　肇　検状状
　施実向晋の況説　計施のを結明　画計分歯果聴　の　画　析　示　に　取
　1険お二穿さよL’　員　よ　か　れ　つ
　に　び　ら　た　て
　対そ得箏得　す　の　た　項　た
　る効間σ）間

七六五四

機特訪國
動殊問孫
力勤1，周職

の勝査員
整．手旅の
備｝レ［費『事

状のの務
況支確分
　給保掌
　状の規
　況、状程

　　　の
　　　状
　　　況

一21一



　　　　　　　　　　　二　　　　　　　 一し的果
こ等関部手る的はののな別　行追僕めて準るて　ノこにσ）1醗
とσ）係て当こ脂握問指問的指っ加　て独等が都さも配あ提
。方ツ｛鰍監のと翼塾に1醜5Jr題陽ユi尊よしそ9述自力・　、∫重きび）1苺1がσ）

麟響編畿撫坐難謡警1執箪麻慕麟
　よ「廻得等1モ｛ヒ、綿始1刻例1羨慮う厚るイ固都0）’し盗こ査に
　りのな　　し改密すすの　すか生必別道保指た　と方あ

1肥に点Lr隻ヲご忌、1二しな白勺、オ劣
の直にの足σ）つ　’くな単所
徹接つ実’解いそ’是なに
1配豪い施特廼て馨き監llモる喬
を irIて機殊にの女査　現り
留劇判耀鋸男難繰1

改理い単職’隆にるる検福る’省要の府li婁定主
　開騒糊　特議導iI薩榊雛駿糠

監しるの指施共項
査た場主定機通は
に主合II艮都関の、
導眼に事市のも原
入事あ項に行の則
し項つをお政てと
てにて定モ、7ドあし

を式た
特のつ
に採て
次用は
o）に

’

とつそ
おいの
りて実
強積施二一一＝
調極効

　　を聞の
　　行題掌
監　このし
査　と解た
実　。消実
施　 図に

上　購
の　　 るい

留　駆音
占

　　　な事
　　　指例
　　　導の

一詩そ十にか療い
目断の分対の扶て指
的をた効す観助は定
の樹め果る、1、1氏が’医
たてにを指か十被療
めるはあ導ら分保機
｝二と　、げ11総み舜力r 蔓関

誕き年る査る果爵に
施か度よとわをの対
しら’レrうのけあ個す
　　初配連でげ々る
十こに慮け’てに指
分の監すい福い適導
効関査るを制二る用検
果係o）こ寧丁拝かし査
ををツミとに務どた1こ
あ同航匡　oし∫舜う1宍一っ

とえ方に上し式市　と要にお機　　三
し’法対の’的はしが否保よ関最的’
た璽等応問保”た指の護び相近な保
も，煮にし題護か昭がIE南』 jの実亙グ）指護
の的わ頂曝の？和つさ定灘施凹傾導の
尉岳乞、能実篭，亟開繁鵠轡疑蕪
る源て査施機一年都い正程にいしの機
こ監創班水関的度道るをに格てて実関
と査意の準のなに胴。欠お差’　施に
oを工編等焼監おりllいいが保保対
誓夫艦填瘍指F告帰葛

　こ0）【銑実運をは定　るそ’決実　重
　とう査態営ll 形邦　一の特定施　点

　　　　　1川
つとヲこを員　 iザ

くの貝達の医ら
るでの成方療れ
よき方す々扶る
うる々るの助よ
配よがこ活のう
｛慰う・トと置羅型」酉己

す’分がが果慮
るあそでな的す
　ら0）きくなる
とゆ］三なしヲミこ
　る腕いて施娼
　ll［iをのはは
　でふでそ’
　のる、の妓
　［易うヨ曳1可争ドア

　ゐこ術1『ヒ勺吏

　　の☆が業酢てさ環に施福こが導さゑもと被興（
BAう り訂検勝等嘆な札境努に祉と1旨円れ　相の保医　1巨

罧篠魏翻雪F鰭羅雑霧雛腋騰麟簾豪
　よ次と
一一うo）き爵

’か箇祉
三ん所一
穴　を三
八一訂月
円六正号
↓○いの
一・円た14
　嘉し頁
○一ま’
六五す第
八（二）。13
円「IJ　授

れを取務福0備と不所請療技めが頼がと助扶り
る今期手祉　おと可曝さ機術につの特のの助）
ぺ後間続事　よも欠誕れ関的はて」に関実業
齢鎌癖鋤蝶野皐鱗己謬鰍襲募
題よ畏化嘱　遇そ員どこ分識ののつ視外’組
とう等の託　ののの医の意を特扶こさに保織
なに）方医　充受確療た思有殊助とれ、’護及
つしと向の　実入保挨めのす性ががる指のぴ
てた相（活　に体と助技疎るか「1］必漢定実活
こ仁）ま要動　十1「・lその術通技ら澄要　医施動
よよつ否に　分　の適吏を術しに　い療機の
ういて意つ　配執研I 二員図職て実Lず機関強
oか、見い　1愚琴劣吾多一夷、る員、プ慮あ才し1矧と化

か保rIに等
を護ら問そ
監行設題れ
望亡1改）にとぞ

iすのしなれ
るう1｛匡つσ）

こえ進て実1
と『ぐづー㌧、剋裏＝

o定るるを
　清こ琳蒔
　さと項確
　一ぽを0）

，忍

　て通改す

　るの方と

否活をも

基

本

方

針

主

眼

事

項

眼

点

一22一



諺鯉纏麗、、鱒翻陽戦馨1胎雑㍑近監
轟彫腱な雛男控
言巻1こ昌馴はなのと熔置う
つ　了貸1、らヲざもにな

傭嚢籍8岩耀婁
るなの保こ向国には
　け幸弐i護と上r“対

、

　れ、イ了法をを0）し石二
　ばがの意図期て会
　な逼み味る砧公福
　ら］五なしもつ一明制．
　なにら’のる正行
　い’ずそで方大政

蝶躍蓼脇季継魅1鮮蕪
い設ばもも　備ルσ）こ応咲実わ諌
／こを奨膨生そσ）都公れし　践がの
繍1＿歪搬艦募讐髪罧楼蟹遙
力｛す方しつ、と建ぜ旦、シo）IFI勺「遡お

期るに、て激な越、華でに民け
イ♂者おそ　動つ　身κあ匡10）る
ぺへい0）そすて社体てる民関福」

の
て
執 れる現含障逐この心祉れ適は行ら社わ福嚢鹸三と宇畠・）国
て切’のo）会れ制、者’が祉商家
いな召．適予経て施0）老要0）まへ

老画　な新にっ等監都を生　設1こいつしにあ来社象

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蓮

簾駒；ぞ3縮魏へ1鑑社監房歪懸圏て響覆認鰹諜
さ会登翻“耀灘置導都査会査克とに福対指力1すもれ新
総諜騒讐顯驚雛窪鰍講あ鉱讐、、
る係し’と省人社う適’き係
この’指しが医会こ切指のに
と艦iフ享定て鰭，1疵で郭1とで定よつ
と査引三者1∫同査猛髪胸1二とあ者15うい

なを省市一をの施なる市なて
解ゴかにの行給設免かか副1匠

義編賑騎ま魏輪
たい次てにま）識すたにてかが
　つい実1司たにる、丁授いらイ了

「
　国
　民
　の
監社
査会
議福
課祉の

設へ
置の
　関
　心
　璽
　筒
　　ま

　　り

　に
　応
　え
　て
　　1

　　　　　　　　　　　　す給所対
よ、を明創；そ∫1こ0）カ・宅土をそる付’」背象

う国利な制政婆行し会果しこ0）置と
十民用指をの　政な福すてと適及す
分かす導整亜都のが祉た　で正びる
ならる監備要道適哨蝕こあな老）
配批対督セ性慰正　査　o）免実人に
慮半1象を　を県な栢劃1乞よ　力倒撤寸
がが者行関「認　爽んL査う　を療す
必生のい係識媚施とが指な　確費る
要ず処、左幾し足をい設導右幾　 ｛呆の入

β｝　東発　昭昭

罎籍薪期 嘉
毅難耀業

醗1舞霧
刷穴八10議　　　　共二
所番六四Q会雄，と　　）邑

ll［i己」｛い部努ともこ糸IIおて祉、護1護る
慮障て局力しあと糸編’い法鰭）都こ
をの十課すてれが的てるの　実道の
期生分相る社’馨に硬さ瓢身施府場
待ずで互こ会地請十　 〕管体機塁食
するな聞と福方さ分関ろ0）障関
るこいのは祉公れな係が部害等指監
もとた連当行共る連部多局者に定査
0）0）め絡然政団と絡局い課福お都を
でな’調での体こ調課力1が祉い了1丁受
歩）い監整あ水がろ整相　 そ法てをけ
免よ査がる準’での互それ及賎はる
　うの平力1の組あ行咲のぞび　じこ
　十実素　向織蒐わ　場れ老生狡と
　分施に関 L全　れま合異ム活　と
　なにお｛系に体とるたにつ福保｛呆な

暢麟暮あ
　こ体つに監

と的てつ査
がに　、いが
多向社て社
大上会の禽
でさ福効福
あせ祉果祉
るる行測　テ
とこ政定政
判とのをの
断に実行総
しも施う合
てひ水こ的
い益準とな

23



雑誌コード5595 生活と福祉第217号 昭和49年5月1日発行（毎月1回1日）
附和31年5月24日　第三種郵便物認可


